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(57)【要約】
【課題】無意味な切替を行うことのないように、障害箇
所の検出を正確に行った上で、復旧可能な場合にのみ、
予備系への切替を実行する必要がある。
【解決手段】本発明は、本願発明のＰＯＮシステムは、
正常系ＯＳＵ、予備系ＯＳＵ並びに正常系ＯＳＵ及び予
備系ＯＳＵのコントローラを備える局側装置と、加入者
側装置と、Ｂ：２光カプラとを備え、Ｂ：２光カプラの
Ｂ側と加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムで
あって、正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状
態にある自配下の加入者側装置のうち、任意の１台目の
加入者側装置のリンク断を検出した場合、所定の時間内
に自配下の他の全ての加入者側装置のリンク断を検出す
ることをもって、自配下の全加入者側装置の同時リンク
断として認識し、その旨をコントローラへ通知する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、Ｎ個の予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳ
Ｕのコントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記予備系ＯＳＵがそれぞれ予備系幹線ファ
イバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のリンク断を検出した場合、所定の時間内に自配下の他
の全ての加入者側装置のリンク断を検出することをもって、自配下の全加入者側装置の同
時リンク断として認識し、その旨を前記コントローラへ通知する、
局側装置。
【請求項２】
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、Ｎ個の予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳ
Ｕのコントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記予備系ＯＳＵがそれぞれ予備系幹線ファ
イバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のレポート断を検出した場合、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕ
ｔの規定値よりも十分に短い所定の時間内に、自配下の他の全ての加入者側装置のレポー
ト断を検出することをもって、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔによる全ての加入者側装置のリ
ンク断に先駆けて、自配下の全加入者側装置の同時レポート断を認識し、その旨を前記コ
ントローラへ通知する、
局側装置。
【請求項３】
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳＵのコ
ントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　Ｎ個（Ｎは任意の自然数。）の光入出力ポート及び１個の光入出力ポートを備える１台
の光スイッチと、を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記光スイッチの１個の光入出力ポートと前記予備系ＯＳＵが光ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記光スイッチの前記Ｎ個の光出力ポートが
それぞれ予備系幹線ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
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る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のリンク断を検出した場合、所定の時間内に自配下の他
の全ての加入者側装置のリンク断を検出することをもって、自配下の全加入者側装置の同
時リンク断として認識し、前記コントローラへその旨を通知する、
局側装置。
【請求項４】
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳＵのコ
ントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　Ｎ個（Ｎは任意の自然数。）の光入出力ポート及び１個の光入出力ポートを備える１台
の光スイッチと、を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記光スイッチの１個の光入出力ポートと前記予備系ＯＳＵが光ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記光スイッチの前記Ｎ個の光出力ポートが
それぞれ予備系幹線ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のレポート断を検出した場合、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕ
ｔの規定値よりも十分に短い所定の時間内に、自配下の他の全ての加入者側装置のレポー
ト断を検出することをもって、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔによる全ての加入者側装置のリ
ンク断に先駆けて、自配下の全加入者側装置の同時レポート断を認識し、前記コントロー
ラへその旨を通知する、
局側装置。
【請求項５】
　前記正常系ＯＳＵは、自配下の全ての加入者側装置の、同時リンク断または同時レポー
ト断を検出した場合、その検出の直前または直後に、それら全ての加入者側装置からＤｙ
ｉｎｇ　Ｇａｓｐを受信したかどうかを調べ、前記Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを全く受信しな
かった場合に限り、自身に接続される幹線ファイバが断線したと判断するとともに、その
旨を前記コントローラへ通知し、
　前記コントローラは、前記正常系ＯＳＵから幹線ファイバの断線の通知を受信した場合
、該当の正常系ＯＳＵから予備系ＯＳＵへ切り替えるための切替処理を開始する、
ことを特徴とする、請求項１から４のいずれかに記載の局側装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の局側装置及び加入者側装置を備えるＰＯＮシステム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＰＯＮシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ブロードバンドの普及が進むにつれてアクセスネットワーク通信の果たす役割は大きく
なっており、このため、アクセスネットワークが安定的にサービスを供給することが求め
られている。
【０００３】
　図１は、現在のアクセスネットワークの代表的な構成であるＰａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉ
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ｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＰＯＮ）の構成を示すものである。ＰＯＮ９０は、Ｏｐｔｉｃ
ａｌ　Ｌｉｎｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ（ＯＬＴ、局側装置）９１と光伝送路９３とＯｐｔｉ
ｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｎｉｔ（ＯＮＵ、加入者側装置）９２とで構成される。光伝
送路９３は光カプラと光ファイバを備える。ＯＬＴ９１は、複数のＯｐｔｉｃａｌ　Ｓｕ
ｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｕｎｉｔ（ＯＳＵ）１１を収容するとともに、それらのＯＳＵ１１を
制御する制御盤（コントローラ）を具備する。また、各ＯＳＵ１１は複数（例えば３２）
のＯＮＵ９２を接続する。このようにＰＯＮ９０では、ＯＳＵ１１およびＯＳＵ１１－光
カプラ９３１間の幹線ファイバ９３２を複数のＯＮＵ９２で共有するため、低コストにサ
ービスを提供できる。
【０００４】
　しかし、ＯＳＵ１１や幹線ファイバ９３２は多数のユーザを収容するため、これらの箇
所の障害などによりサービス断が起きてしまうと、影響が多数のユーザへ及んでしまう。
したがって、安定的にサービスを供給するために、装置故障やファイバ断に備えて装置や
経路を冗長化することは重要である。
【０００５】
　ＰＯＮ９０を構成する装置およびファイバの一部または全部を冗長化することをＰＯＮ
プロテクションといい、冗長箇所や冗長方法に応じて様々な方式がある。例えば、正常系
装置１台に対して予備系装置１台を備えるというように、正常系と予備系の対応が１：１
の方式を１：１プロテクションと呼び、非特許文献１においてその構成が規定されている
。図２は１：１プロテクションの一形態であり、Ｔｙｐｅ　Ｂと呼ばれる構成である。Ｔ
ｙｐｅ　Ｂは、正常系ＯＳＵ１台につき予備系ＯＳＵと予備系幹線ファイバを追加するこ
とによって、ＯＳＵ－光カプラ間を二重化した構成となる。したがって、正常系のＯＳＵ
または幹線ファイバが故障・断線しても、予備系ＯＳＵを運用させることによって、ＯＮ
Ｕの通信断を回避することができる。
【０００６】
　また、正常系と予備系の対応がＮ：１の方式であるＮ：１プロテクションもよく知られ
ている。Ｎ：１プロテクションの構成の一例を図３に示す。図３の構成では、Ｎ台の正常
系ＯＳＵおよび１台の予備系ＯＳＵが収容された１台のＯＬＴ９１と、１台のＮ×１光ス
イッチ１３と、Ｎ個のＢ：２光カプラ（１≦Ｂ≦Ａ。但し、コストを考慮しない場合、技
術的には、Ｂ＞Ａも可能。）と、Ａ×Ｎ台以下のＯＮＵ９２とが用いられる。ここで、Ａ
はＯＳＵ１台あたりの最大ＯＮＵ収容数である。Ｎ台の正常系ＯＳＵは、Ｎ個のＢ：２光
カプラ９３１の２側における片方のポートに１本の幹線ファイバ９３２でそれぞれ接続さ
れ、１台の予備系ＯＳＵはＮ×１光スイッチ１３の１側（入力側）に１本の光ファイバで
接続される。Ｎ個のＢ：２光カプラの２側におけるもう片方のポートは、Ｎ×１光スイッ
チのＮ側（出力側）にそれぞれ１本の予備系幹線ファイバ９３３で接続され、Ｂ：２光カ
プラのＢ側は、最大Ｂ本の光ファイバを介して最大Ｂ台のＯＮＵに繋がる。なお、Ｎ×１
光スイッチ１３のＮ側には、予備系幹線ファイバとの接続を想定したＮ個のポートとは別
に、光ファイバに接続されない開放ポート（ＮＣポートとする）を１個備えるとする。初
期構築時、予備系ＯＳＵからの出力光が、Ｎ×１光スイッチ１３および予備系幹線ファイ
バを経てＢ：２カプラより下位部分で、正常系ＯＳＵからの出力光と衝突しないように、
予備系ＯＳＵは発光停止状態になっているとする、あるいはＮ×１光スイッチ１３の１側
はＮＣポートと経路を確立しているとする。このような系において、正常時、正常系ＯＳ
ＵはＮ×１光スイッチ１３を介さずにそれぞれ配下のＯＮＵと通信を行い、正常系ＯＳＵ
が故障した際あるいは、正常系ＯＳＵ－Ｂ：２カプラ間の幹線ファイバが断線した際には
、Ｎ×１光スイッチ１３の１側と、故障ＯＳＵまたは断線した幹線ファイバを接続してい
たＯＳＵ配下のＯＮＵに繋がる予備系幹線ファイバとが経路を確立するように、Ｎ×１光
スイッチ１３の経路切替を行い、予備系ＯＳＵ１２を発光開始させることによって、故障
ＯＳＵまたは断線した幹線ファイバ９３２を接続していたＯＳＵ１１配下のＯＮＵ９２の
通信断を回避できる。
【０００７】
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　このように、ＯＳＵ１１や幹線ファイバ９３２を冗長化したＰＯＮプロテクションでは
、ＯＳＵ故障または幹線ファイバ断が生じても、切替によって予備系ＯＳＵや予備系幹線
ファイバを通してＯＮＵの通信を維持できるので、サービス断を回避できる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８３．１　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉａ，Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ａｎｄ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
ｓ
【非特許文献２】ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈ　ＣＳＭＡ／ＣＤ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｔｈ
ｏｄ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　Ａｍｅ
ｎｄｍｅｎｔ：　Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ，
　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒｓ，　ａｎｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ　ｆｏｒ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　幹線ファイバやＯＳＵを冗長化した構成のＰＯＮプロテクションでは、幹線ファイバ断
またはＯＳＵ故障が生じた際に、コントローラがそれらの障害箇所を正しく検出し、適切
な切替処理を行う必要がある。ここで、幹線ファイバ断の検出方法として、全ＯＮＵの同
時通信断を検出することが挙げられる。幹線ファイバ断が生じると、そのファイバに接続
していたＯＳＵは、配下の全ＯＮＵからの信号を受信しなくなるので、幹線ファイバ断の
発生を検出することができ、その旨をコントローラへ通知すればよい。
【００１０】
　しかしながらこのような、全ＯＮＵからの同時通信断は、幹線ファイバ断の場合に限ら
ない。幹線ファイバに接続される全ＯＮＵ一帯における停電発生や、全ユーザによるＯＮ
Ｕ電源ケーブル抜去等に起因するＯＮＵ電源断の場合にも、全ＯＮＵからの同時電源断は
発生する。図１や図２のようなＯＮＵを冗長化していないプロテクション構成では、全Ｏ
ＮＵ電源断の発生の際に、コントローラが、幹線ファイバ断の発生であると誤って認識し
てＯＳＵ切替（正常系ＯＳＵから予備系ＯＳＵへの切替）を行っても、通信を復旧できな
いので、ＯＳＵ切替を行う意味がない。それどころか、ＯＳＵ切替を行った後は通常、将
来の障害発生に備えて切り戻し（予備系ＯＳＵから正常系ＯＳＵへの切替）を行うが、切
り戻しを行うにあたって、電源断していたＯＮＵが既に立ち上がっていた場合、切り戻し
を行えばその処理の間はそれらのＯＮＵのサービス断を伴ってしまうため、切り戻しを行
うことが困難になる懸念がある。
【００１１】
　以上より、無意味な切替を行うことのないように、障害箇所の検出を正確に行った上で
、復旧可能な場合にのみ、予備系への切替を実行する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本願発明のＰＯＮシステム及び局側装置は、落雷等による
ＯＮＵの電源断と幹線系の故障とを区別する。
【００１３】
　具体的には、本願発明の局側装置は、
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、Ｎ個の予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳ
Ｕのコントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
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接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記予備系ＯＳＵがそれぞれ予備系幹線ファ
イバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のリンク断を検出した場合、所定の時間内に自配下の他
の全ての加入者側装置のリンク断を検出することをもって、自配下の全加入者側装置の同
時リンク断として認識し、その旨を前記コントローラへ通知する。
【００１４】
　具体的には、本願発明の局側装置は、
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、Ｎ個の予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳ
Ｕのコントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記予備系ＯＳＵがそれぞれ予備系幹線ファ
イバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のレポート断を検出した場合、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕ
ｔの規定値よりも十分に短い所定の時間内に、自配下の他の全ての加入者側装置のレポー
ト断を検出することをもって、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔによる全ての加入者側装置のリ
ンク断に先駆けて、自配下の全加入者側装置の同時レポート断を認識し、その旨を前記コ
ントローラへ通知する。
【００１５】
　具体的には、本願発明の局側装置は、
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳＵのコ
ントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　Ｎ個（Ｎは任意の自然数。）の光入出力ポート及び１個の光入出力ポートを備える１台
の光スイッチと、を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記光スイッチの１個の光入出力ポートと前記予備系ＯＳＵが光ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記光スイッチの前記Ｎ個の光出力ポートが
それぞれ予備系幹線ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のリンク断を検出した場合、所定の時間内に自配下の他
の全ての加入者側装置のリンク断を検出することをもって、自配下の全加入者側装置の同
時リンク断として認識し、前記コントローラへその旨を通知する。
【００１６】
　具体的には、本願発明の局側装置は、
　Ｎ個の正常系ＯＳＵ、予備系ＯＳＵ並びに当該正常系ＯＳＵ及び当該予備系ＯＳＵのコ
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ントローラを備える局側装置と、
　Ｂ台（ただし、Ｂは任意の自然数。）の加入者側装置と、
　Ｎ個（ただし、Ｎは任意の自然数。）のＢ：２光カプラと、
　Ｎ個（Ｎは任意の自然数。）の光入出力ポート及び１個の光入出力ポートを備える１台
の光スイッチと、を備え、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の一方と前記正常系ＯＳＵがそれぞれ幹線ファイバで
接続され、
　前記光スイッチの１個の光入出力ポートと前記予備系ＯＳＵが光ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラの２分岐の内の他方と前記光スイッチの前記Ｎ個の光出力ポートが
それぞれ予備系幹線ファイバで接続され、
　前記Ｂ：２光カプラのＢ側と前記加入者側装置が接続されているＰＯＮシステムに備わ
る前記局側装置であって、
　前記正常系ＯＳＵは、自身とリンクを確立済みの状態にある自配下の加入者側装置のう
ち、任意の１台目の加入者側装置のレポート断を検出した場合、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕ
ｔの規定値よりも十分に短い所定の時間内に、自配下の他の全ての加入者側装置のレポー
ト断を検出することをもって、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔによる全ての加入者側装置のリ
ンク断に先駆けて、自配下の全加入者側装置の同時レポート断を認識し、前記コントロー
ラへその旨を通知する。
【００１７】
　本願発明の局側装置では、
　前記正常系ＯＳＵは、自配下の全ての加入者側装置の、同時リンク断または同時レポー
ト断を検出した場合、その検出の直前または直後に、それら全ての加入者側装置からＤｙ
ｉｎｇ　Ｇａｓｐを受信したかどうかを調べ、前記Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを全く受信しな
かった場合に限り、自身に接続される幹線ファイバが断線したと判断するとともに、その
旨を前記コントローラへ通知し、
　前記コントローラは、前記正常系ＯＳＵから幹線ファイバの断線の通知を受信した場合
、該当の正常系ＯＳＵから予備系ＯＳＵへ切り替えるための切替処理を開始してもよい。
【００１８】
　なお、上記各発明は、可能な限り組み合わせることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、落雷等によるＯＮＵの電源断と幹線系の故障とを区別して検出することによ
って、ＯＮＵ電源断時の不要な切替を回避するとともに、幹線ファイバ断時に確実に切替
処理を実行することができるので、幹線ファイバ断が生じても速やかにＯＮＵの通信を復
旧することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】現在のアクセスネットワークの構成の一例を示す。
【図２】１：１プロテクションの構成の一例を示す。
【図３】Ｎ：１プロテクションの構成の一例を示す。
【図４】実施形態１に係る幹線ファイバ断の検出手順の一例を示す。
【図５】実施形態２に係る幹線ファイバ断の検出手順の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　添付の図面を参照して本発明の実施形態を説明する。以下に説明する実施形態は本発明
の実施の例であり、本発明は、以下の実施形態に制限されるものではない。なお、本明細
書及び図面において符号が同じ構成要素は、相互に同一のものを示すものとする。
【００２２】
（実施形態１）
　図２や図３のように、ＯＳＵおよび幹線ファイバを冗長化したＰＯＮシステムにおいて
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、幹線ファイバ断を検出する方法を考える。幹線ファイバ断の検出にあたって、非特許文
献２記載のＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）－ＰＯＮ（Ｅ－ＰＯＮ）システムにおいて規定
されている、Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐメッセージを利用する。Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐとは、
Ｅ－ＰＯＮシステムにおけるＯＮＵが、ＯＳＵとのリンクを確立済みの状態において電源
断や回復不能な重大な障害を生じたときに、間もなくシステム停止となることをＯＳＵへ
伝えるためのメッセージである。したがってＯＮＵは、Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを送信後、
リンク断およびシステム停止となる。
【００２３】
　本実施形態では、ＯＳＵ１１が配下のＯＮＵ９２のリンク断を検出した際における、Ｄ
ｙｉｎｇ　Ｇａｓｐの受信有無に応じて、幹線ファイバ断またはＯＮＵ電源断を判別する
方法を考える。図４に、本発明である、幹線ファイバ断の検出手順を示す。
【００２４】
　初期状態として、図２や図３のような系において、ＯＳＵ１１がＸ台（Ｘは２以上の整
数）のＯＮＵとリンクを確立済みの状態であるとする。
　この状態のＯＳＵ１１が、配下のリンク確立済みＯＮＵ９２のうち、任意の一台のＯＮ
Ｕリンク断を検出すると（Ｓ１０１）、ＯＳＵ１１は、配下の他の全て（Ｘ－１台）のリ
ンク確立済みＯＮＵもリンク断をするかどうかを確かめるための、任意のリンク断検出待
ち時間を過ごす（Ｓ１０２）。
　この任意の待ち時間中に他の全てのＯＮＵがリンク断をすれば、全ＯＮＵの同時リンク
断と見なすことにする。リンク断検出待ち時間を過ごした結果、リンク断をしたＯＮＵ９
２の台数がＸ台未満の場合は、ＯＮＵ単体の故障・ＯＮＵ－光カプラ間のファイバ断・一
部のユーザによるＯＮＵ電源ケーブル抜去等が原因であると考えられ、少なくとも、Ｘ台
の全ＯＮＵが影響を受けるであろう幹線ファイバ断ではないと言える。ＯＮＵ故障やＯＮ
Ｕ－光カプラ間のファイバ断に対しては、元々これらの箇所を冗長化しておらず、切替を
実行しても救済できない。したがってＯＳＵ１１は、Ｘ台未満の台数のＯＮＵリンク断を
検出した場合、切替を実行しない（Ｓ１０６）。
【００２５】
　一方、リンク断検出待ち時間の結果、Ｘ台全てのＯＮＵの同時リンク断であった場合は
（Ｓ１０３においてＹｅｓ）、幹線ファイバ断が生じたと考えられるが、全ＯＮＵの同時
故障の発生や全ユーザによる同時ＯＮＵ電源ケーブル抜去も考えられるため、次の判断手
順へ進む。
　次の判断手順として、Ｘ台全てのＯＮＵからのＤｙｉｎｇ　Ｇａｓｐの受信有無を調べ
る（Ｓ１０４）。もしも、全ＯＮＵに重大な障害が同時発生していたり、Ｘ台のＯＮＵ配
下の全ユーザが同時に電源ケーブルを抜去したりすることに起因する全ＯＮＵリンク断な
らば、全ＯＮＵはリンク断になる前にＤｙｉｎｇ　ＧａｓｐをＯＳＵ１１へ送信するので
、ＯＳＵはＸ台全てのＯＮＵからＤｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを受信することになる（Ｓ１０４
においてＹｅｓ）。一方で幹線ファイバ断の場合、ＯＮＵはＤｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを送信
することはない。したがって、Ｘ台のＯＮＵに対して、Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを受信すれ
ば幹線ファイバ断ではないと判断し、切替を実行しない（Ｓ１０７）。一方、Ｘ台のＯＮ
Ｕから、Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐを全く受信しない場合は、幹線ファイバ断と判断できる（
Ｓ１０５）。
【００２６】
　このようにしてＯＳＵが幹線ファイバ断を検出した際は、その旨をコントローラへ通知
することによって、コントローラの主導の下でＯＳＵ切替が開始される。
【００２７】
　以上のように、全ＯＮＵ同時リンク断の有無およびＤｙｉｎｇ　Ｇａｓｐの有無を判断
材料にすることによって、ＯＮＵ故障やＯＮＵ電源断の場合と幹線ファイバ断の場合とを
区別できるので、確実に幹線ファイバ断が生じたときのみ切替を実行することができる。
【００２８】
（実施形態２）
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　実施形態１ではＯＮＵリンク断を幹線ファイバ断検出の判断材料の一つとした。ここで
、ＯＮＵがリンク断となる条件として、Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐ送信時だけでなく、ＭＰＣ
Ｐ－ｔｉｍｅｏｕｔによるリンク断も、Ｅ－ＰＯＮでは規定されている。非特許文献２に
よると、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔとは、ＭＰＣＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｏｉｎｔ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）フレームのやり取り（受信）がＯＳＵ－ＯＮＵ間で１秒間全
くなかった場合に、ＯＮＵの登録が削除される規定である。ＯＮＵの登録が削除されれば
、当然、ＯＮＵリンク断となるので、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔもＯＮＵリンク断の条件
の一つと言える。このようなＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔ起因のＯＮＵリンク断は、ファイ
バ断の際にも生じる。つまり、ファイバ断によりＭＰＣＰフレームがＯＳＵ・ＯＮＵ相互
に届かなくなるために、ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔが生じるのである。
【００２９】
　また、Ｅ－ＰＯＮシステムでは、ＯＮＵは上りフレームを送信するためには、ＯＳＵか
ら送信許可をもらう必要がある。この送信許可をもらうために、ＯＮＵは送信許可願のフ
レームをＯＳＵへ送らなければならない。この送信許可願のフレームはレポートフレーム
と呼ばれ、ＭＰＣＰフレームの一つである。そして各ＯＮＵは、５０ｍｓ以下の間隔でレ
ポートフレームを送信するよう、非特許文献２で規定されている。
【００３０】
　このような標準規定によって、幹線ファイバ断によってＯＮＵリンク断が生じるとき、
ＭＰＣＰ－ｔｉｍｅｏｕｔの条件（１秒間のＭＰＣＰフレーム断）に達してリンク断をす
る前に、レポートフレーム断の条件（５０ｍｓのレポートフレーム断）に達する。そこで
本実施形態では、レポートフレーム断の有無とＤｙｉｎｇ　Ｇａｓｐの有無の観点から、
幹線ファイバ断を検出することを考える。図５に、本実施形態における幹線ファイバ断の
検出手順を示す。
【００３１】
　本手順は、ステップＳ１０３におけるリンク断の代わりにステップＳ２０３を実行し、
レポートフレーム断に着目した点以外は、実施形態１の手順と同様であるため、ここでは
手順の説明を省略する。本実施形態の手順によって、ＯＮＵリンク断を待たずに幹線ファ
イバ断を検出できるため、実施形態１の手順よりも迅速に幹線ファイバ断契機の切替を完
了することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明は情報通信産業に適用することができる。
【符号の説明】
【００３３】
１１：ＯＳＵ
１２：予備系ＯＳＵ
１３：Ｎ×１光スイッチ
１４：コントローラ
９０：ＰＯＮ
９１：ＯＬＴ
９２：ＯＮＵ
９３：光伝送路
９３１：光カプラ
９３２：幹線ファイバ
９３３：予備系幹線ファイバ
９４：Ｌ２ＳＷ
９５：コアネットワーク
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